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6月定例会6月定例会

人に決まる24
議員定数

人に決まる24

三
重
高
校
跡
地
利
活
用
に
お
け
る

　
　
　

使
用
貸
借
契
約

　
「
閉
校
と
な
る
三
重
高
校
の
土
地
建
物

を
県
よ
り
購
入
し
、
利
用
希
望
の
あ
る

学
校
法
人
に
貸
し
付
け
る
計
画
で
あ
る
。

　

そ
の
利
用
に
よ
り
、
経
済
効
果
及
び

社
会
的
効
果
が
見
込
ま
れ
、
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。」
と
い

う
説
明
の
も
と
、
平
成
20
年
３
月
定
例

会
に
お
い
て
、
三
重
高
校
跡
地
利
活
用

事
業
費
と
し
て
３
億
６
２
６
７
万
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
市
と
学
校
法
人
後
藤

学
園
（
藤
華
医
療
技
術
専
門
学
校
な
ど
）

と
の
、
市
有
財
産
使
用
貸
借
契
約
書
の

内
容
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
の
意
見
を
申
し
述
べ
、

契
約
内
容
に
つ
い
て
は
、
慎
重
を
期
す

よ
う
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
法
定
定
数
の
上
限
数

で
あ
る
26
人
と
、合
併
協
議
会
で
決
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
人
口
の
減
少
が
著
し
く
、
財
政
も
非
常
に

厳
し
い
本
市
に
あ
っ
て
、「
26
人
の
ま
ま
で
い
い
の
か
」

と
の
意
見
も
あ
り
、
行
財
政
改
革
推
進
特
別
委
員
会
な

ど
で
論
議
し
た
結
果
、
本
定
例
会
で
、
議
員
定
数
を
24

人
と
す
る
条
例
制
定
が
、
議
員
発
議
で
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

《
賛
成
討
論
》

・　

厳
し
い
財
政
の
中
、
職
員
を
減
ら
す
以
上
、
議
員

　

定
数
も
減
ら
す
べ
き
。

・　

人
口
比
率
か
ら
、
上
限
数
の
26
人
で
は
、
市
民
の

　

理
解
が
得
ら
れ
な
い
。

《
反
対
討
論
》

・　

地
域
の
声
が
行
政
に
届
か
な
い
。

・　

市
の
面
積
を
考
え
る
と
、
26
人
で
も
い
い
の
で
は

　

な
い
か
。

　

な
ど
、
賛
否
両
論
の
中
、
採
決
の
結
果
、
16
対
14
で

可
決
し
ま
し
た
。
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採
択

不
採
択

採
択

不
採
択

庁
舎
建
設
計
画

　

新
庁
舎
建
設
計
画
は
、
必
要
性
、
財

政
面
、
市
民
合
意
を
得
る
た
め
の
取
り

組
み
（
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
・
自
治
委

員
会
・
市
民
へ
の
説
明
会
）
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
へ
の
説
明
が
終
わ
っ
た
後
に
、

基
本
設
計
委
託
料
な
ど
の
補
正
予
算
を

提
案
し
た
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
員
か
ら「
庁
舎
建
設
は
時
期
尚し

ょ
う
そ
う早

。」

「
必
要
性
に
つ
い
て
は
理
解
す
る
が
、
市

民
に
し
っ
か
り
説
明
責
任
を
果
た
す
べ

き
。」「
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
予
算
を
掛
け
る
べ
き
。」「
新
庁
舎

は
必
要
な
い
。
現
有
す
る
支
所
な
ど
、

市
有
財
産
を
有
効
活
用
す
べ
き
。」
な
ど
、

多
く
の
質
疑
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

一般会計補正予算

1億876万9千円
を追加

総額252億3,876万9千円

　

平
成
20
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
18
日
ま

で
13
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
社
の
経
営
状
況
な
ど
報
告
６
件
が
あ
り
、「
豊
後

大
野
市
企
業
立
地
促
進
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

「
平
成
20
年
度
豊
後
大
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）」
や
、「
人
権
擁よ

う

護ご

委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
」
な
ど

８
件
、
そ
の
他
、
請
願
・
陳
情
４
件
、
発
議
３
件
を
審

議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
請
願
・
陳
情
そ
れ
ぞ
れ
１
件
を
不
採
択

と
し
、
そ
れ
以
外
は
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

請願

陳情

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
廃
止
と
高
齢
者
に
と
っ

て
よ
り
良
い
医
療
制
度
確

立
の
た
め
の
見
直
し
」
を

求
め
る
意
見
書
採
択
の
請

願

要
望
書

　
「
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
（
生
態
系
保
全
施

設
）」地
元
負
担
金
の
軽
減

に
つ
い
て

要
望
書

　

市
道
「
伏ふ

せ

野の

新あ
ら

田た

線
・

久く

原ば
る

柳や
な
い
ぜ瀬

線
」
整
備
促
進

に
つ
い
て

　

米
価
の
安
定
対
策
を
求

め
る
請
願

◆
農
業
施
設
管
理
費

　

大
野
北
部
農
村
婦
人
の
家　

　

改
修
工
事

　
　
　
　
　

１
３
１
４
万
円

　
　

改
修
工
事

１
２
２
８
万
５
千
円

　
　

設
計
管
理
委
託
料８

５
万
５
千
円

◆
畜
産
業
振
興
費

　

安
全
・
安
心
飼
料
増
産
対
策

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業 　
　
　

１
２
６
２
万
８
千
円

　
　

飼
料
価
格
高
騰
対
策
と
し
て
、

　

飼
料
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
生
産

　

に
必
要
な
飼
料
調
整
用
機
械
整

　

備
（
購
入
）
に
対
す
る
、
市
農

　

林
業
公
社
へ
の
補
助
。

コミュニティーセンターとして生まれ変わります。（大野町中土師）
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ふかた　せいぞう

深
田
征
三

■行政改革とは
            言葉のみか

～職員に徹底します～

 

  

あかみね　けんじ

赤
嶺
謙
二

 

 

 

  質
　

機
構
改
革
の
ひ
と
つ

に
、
昨
年
よ
り
従
来
の
縦

割
り
行
政
で
あ
る
係
制
度

を
廃
止
し
て
、
グ
ル
ー
プ

制
を
導
入
し
た
が
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
い

た
の
で
は
。

 

答　
企
画
部
長

　
「
柔
軟
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ

な
対
応
」、「
意
思
決
定
の

迅
速
化
」、「
課
並
び
に
班

を
越
え
た
横
断
的
な
連
携
」

な
ど
、
グ
ル
ー
プ
制
の
目

的
を
達
成
さ
せ
る
た
め
の

キ
ー
マ
ン
は
職
員
で
す
。

 

質
　

市
が
実
施
し
た
施
策

を
、
第
三
者
の
視
点
で
、

公
正
・
公
平
に
評
価
す
る

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
、
特

に
市
民
主
体
に
構
成
さ
れ

る
外
部
評
価
委
員
会
が
必

要
で
は
。

 

答　
市
長

　

行
政
評
価
と
は
、
行
政

活
動
を
評
価
し
、
運
営
の

改
善
、
見
直
し
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
、
活
動
目
標

の
明
確
化
、
効
果
の
数
値

化
、
費
用
対
効
果
の
分
析

を
行
い
、
市
民
の
視
点
に

立
っ
て
、
行
政
の
効
率
化

を
図
る
こ
と
で
す
。

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ス
テ
ム

構
築
に
向
け
て
、
早
期
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

市
民
に
対
す
る
基
本
的

な
接
遇
、
適
切
な
対
応
な

ど
、
職
員
の
資
質
を
高
め

る
と
と
も
に
、
指
揮
命
令

系
統
、
担
当
部
署
間
の
意

思
疎
通
な
ど
、
グ
ル
ー
プ

制
に
か
か
る
理
念
を
徹
底

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

質
　

民
意
は
賛
否
両

論
あ
る
中
、
理
解

を
得
る
た
め
の
方

策
は
。

 

答　
市
長

　

新
庁
舎
は
合

併
協
議
会
の
確
認

事
項
で
あ
り
、
建

設
の
必
要
性
、
行

政
改
革
と
の
整
合

性
、
財
政
面
な
ど

を
、
あ
ら
ゆ
る
方

策
で
周
知
し
た
い
。

 

質
　

将
来
の
人
口
動
態
、
職

員
定
数
を
考
慮
し
、ム
リ
・

ム
ダ
の
な
い
身
の
丈
に
合

っ
た
規
模
と
コ
ス
ト
縮
減

を
。

 

答　
市
長

　
「
適
性
規
模
準じ

ゅ
ん
き
ょ拠

の
原

則
」
を
踏
ま
え
、
質
素
・

倹
約
に
努
め
な
が
ら
、
身

の
丈
に
合
っ
た
建
設
規
模

を
考
え
て
い
ま
す
。

 

質
　

複
合
型
施
設
と
し
て
、

中
央
公
民
館
・
消
防
署
も

庁
舎
内
に
設
け
た
い
と
の

こ
と
だ
が
、
消
防
署
は
ム

リ
が
あ
る
の
で
は
。

　

ま
た
、
中
央
図
書
館
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

 

答　
市
長

　

消
防
署
は
、
災
害
時
の

危
機
管
理
体
制
の
強
化
の

面
な
ど
か
ら
、
本
庁
舎
の

直
近
に
位
置
す
る
の
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

中
央
図
書
館
は
、
今
後

の
検
討
と
し
た
い
。

■
新
庁
舎
建
設
は

　
　
　

市
民
の
理
解
を

〜
あ
ら
ゆ
る
方
策
で
〜

事務室や駐車場が狭い本庁舎

相談の多い窓口（本庁）
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えとう　ちよこ

恵
藤
千
代
子

■もったいない支所の空きスペース
　　　　　    ～利活用を目指す～

 

つだか　えいじ

津
髙
栄
治

■メリットに現実性があるか
　 　～豊後牛ブランドの確立を期待～

2800頭が飼われている牛舎（久住町）

平成９年に建てられた千歳支所

 

質
　

市
の
特
色
を
生
か
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
安
全
安

心
な
食
育
、
食
文
化
を
育

て
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

 

答　
市
長

　

生
産
・
流
通
並
び
に
消

費
、
健
康
や
教
育
の
分
野

な
ど
と
連
携
を
し
、
本
年

度
に
食
育
推
進
会
議
を
設

置
し
、
平
成
21
年
度
「
食

　
　

育
推
進
計
画
」
を
策

　
　

定
、
全
市
的
に
取
り

　
　

組
み
ま
す
。

■「
食
育
」

　

広
げ
よ
う

　
　

〜
積
極
的
に

　
　
　

 

取
り
組
む
〜

  質
　

市
の
財
政
状
況
が
厳
し

い
こ
と
か
ら
、
現
有
財
産

で
あ
る
支
所
の
空
き
ス
ペ

ー
ス
を
有
効
活
用
し
て
は
。

  質
　

旧
大
野
町
か
ら
引
き
継

い
だ
事
業
と
い
う
こ
と
で
、

畜
産
法
人
の
誘
致
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
市

の
畜
産
振
興
、
農
業
振
興

に
、
ど
の
よ
う
な
波
及
効

果
が
あ
り
ま
す
か
。

  答　
産
業
経
済
部
長

①　

市
場
に
お
い
て
、
市

　

内
産
の
子
牛
を
多
く
購

　

入
し
て
も
ら
う
こ
と
に

　

よ
り
、
買
い
支
え
に
つ

　

な
が
り
、
価
格
の
安
定

　

が
期
待
で
き
る
。

②　

畜
産
公
社
へ
出
荷
さ

　

れ
れ
ば
、
市
の
農
業
生

　

産
額
の
向
上
に
つ
な
が

　

る
。

③　

牛
の
枝
肉
デ
ー
タ
を

　

提
供
し
て
い
た
だ
け
れ

　

ば
、改
良
が
早
く
な
る
。

④　

当
面
、
雇
用
が
７
名

　

程
度
見
込
め
る
。

⑤　

飼
料
・
資
材
の
購
入

　

は
、
極
力
市
内
業
者
を

　

利
用
す
る
こ
と
に
な
っ

　

て
い
る
。

 

答　
企
画
部
長

　

本
庁
部
局
の
一
部
を
支

所
に
移
す
こ
と
は
、
合
併

協
議
の
確
認
に
基
づ
き
想

定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

基
本
的
に
は
、
ま
ず
、

市
直
営
施
設
の
機
能
統

合
。
次
に
、
商
工
会
・
Ｊ

Ａ
な
ど
の
公
共
的
団
体
へ

の
貸
与
。
最
終
的
に
は
、

そ
の
他
の
団
体
、
民
間
企

業
な
ど
へ
貸
出
し
を
考
え

て
い
ま
す
。

　

施
設
や
空
き
ス
ペ
ー
ス

の
利
活
用
を
積
極
的
に
進

め
、経
費
の
節
減
に
努
め
、

地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
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みやなり　あきよし

宮
成
昭
義

はしもと　ゆうすけ

橋
本
祐
輔

■なぜ有料なの
　　～無料で再交付～

   

質
　

近
年
、
年
金
の
現
況
届

に
住
民
票
コ
ー
ド
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。

　

コ
ー
ド
が
わ
か
ら
な
い

方
は
住
民
票
で
確
認
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
場
合
の
住
民
票
発

行
を
無
料
化
で
き
な
い
か
。 

 
答　
市
長

　

21
年
度
よ
り
、
必
要
な

方
に
つ
い
て
は
、
窓
口
に

て
確
認
の
う
え
、
住
民
票

コ
ー
ド
を
無
料
で
再
交
付

し
ま
す
。

 

質
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
、
か

か
り
つ
け
医
を
指
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

市
内
の
内
科
開
業
医
か

ら
の
届
け
出
状
況
は
。

　

ま
た
、
薬
代
の
節
減
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

啓
発
推
進
を
。

　

 
答　
生
活
環
境

   
　　
部　
　

長

　
　
　
　
　

市
内
診
療
所

　
　
　
　

該
当
数
18
診
療

　
　
　
　

所
の
う
ち
、
７

　
　
　
　

診
療
所
が
届
け

　
　
　
　

出
を
し
て
い
ま

　
　
　
　

す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
推
進
を

　

〜
周
知
を
図
る
〜

■地域総合相談支援
　　センターの継続を

　　　　   ～継続を要望～

   質
　

市
で
は
８
か
所
で
運
営

さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
が
果
た

し
て
い
る
役
割
は
非
常
に

大
き
い
。

　

県
は
今
年
度
で
補
助

を
打
ち
切
る
と
の
こ
と
だ

が
、
今
後
の
運
営
は
ど
う

す
る
の
か
。

 

答　
市
長

　

他
市
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、引
き
続
き
県
に
対

し
、支
援
策
の
継
続
を
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

仮
に
補
助
金
が
廃
止
と

な
っ
た
場
合
で
も
、
セ
ン

タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
大

き
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、存
続
を
基
本
と
し
て
、

関
係
機
関
や
関
係
団
体
と

の
協
議
を
進
め
て
い
き
た

い
。

   質
　

ピ
ー
マ
ン
、
ゴ
ー
ヤ
、

ナ
ス
、
タ
バ
コ
な
ど
の
栽

培
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

収
穫
後
の
残ざ

ん

渣さ

の
処
分
に

困
っ
て
い
る
。

　

根
本
的
な
解
決
策
は
な

い
か
。

 

答　
産
業
経
済
部
長

　

市
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
で

の
処
理
は
、
能
力
に
限
界

が
あ
り
不
可
能
。

　

現
状
で
の
可
能
な
処
理

の
方
法
は
、
圃ほ

じ
ょ
う場
に
す
き

込
む
か
、
も
し
く
は
、
圃

場
の
一
角
に
集
積
し
堆
肥

化
す
る
処
分
方
法
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

各
関
係
機
関
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
農
協
・
生

産
者
団
体
並
び
に
集
落

営
農
組
織
を
通
じ
て
推
進

し
、
農
家
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

■
農
業
廃
棄
物
の

　

処
理
は

 

〜
す
き
込
む
か
、　  

堆
肥
化
に
〜

笑顔で対応（おがた支援センター）

ジェネリック医薬品
　ジェネリック医薬品（後発医
薬品）とは、新薬の独占的販売
期間（有効性・安全性を検証す
る再審査期間及び特許期間）が
終了した後に発売される、新薬
と同じ有効成分で効能・効果、
用法・用量が同一であり、新薬
に比べて低価格な医薬品です。
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こうじな　そうさく

神
志
那
宗
作

ごとう　あきこ

後
藤
章
子

 

 

 

   

質
　

東
幼
稚
園
、
東
保
育
所

の
改
築
計
画
は

 

答　
教
育
次
長

　

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

の
配
置
計
画
を
学
校
教
育

審
議
会
に
諮
問
し
て
お

り
、
答
申
を
尊
重
し
、
計

画
書
を
つ
く
り
た
い
。

 
質

　

市
庁
舎
建
設
よ
り
、
学

校
の
耐
震
改
修
を
急
ぐ
べ

き
で
は

 

答　
教
育
次
長

　

地
震
防
災
対
策
特
別
措

置
法
の
改
正
、
耐
震
化
工

事
の
補
助
率
の
引
き
上
げ

が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
動

向
を
見
な
が
ら
、
早
期
に

着
手
し
て
い
き
た
い
。

■
教
育
条
件
の
整
備
を

　
　

〜
予
算
の
確
保
に
努
力
〜

   

質
　

75
才
以
上
を
別
枠
の
保

険
制
度
に
囲
い
込
み
、
保

険
料
は
年
金
か
ら
天
引
き
、

保
険
料
を
滞
納
す
れ
ば
保

険
証
取
り
上
げ
な
ど
、
問

題
点
の
多
い
こ
の
制
度
は
、

廃
止
す
べ
き
で
は
。

 

答　
市
長

　

低
所
得
者
の
保
険
料
軽

減
、
保
険
財
政
安
定
の
た

め
の
補
助
金
の
創
設
な
ど

７
点
に
わ
た
っ

て
、九
州
８
県
の

広
域
連
合
長
が

厚
生
労
働
大
臣

へ
改
善
を
要
望

し
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て

改
善
策
が
検
討

さ
れ
て
い
る
状

況
を
注
視
し
た

い
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止
を

　
　
　

〜
国
の
動
向
を
注
視
〜

   

質①　

建
設
関
連
の
費
用
の
概
算
は
。

②　

Ｃケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

Ａ
Ｔ
Ｖ
導
入
と
の
関
連
は
。

 

答　
企
画
部
長

①　

関
連
費
用
を
含
め
39
億
円
見
込
ん
で

　

い
る
が
、
こ
の
金
額
も
仮
定
値
で
あ
り
、

　

計
画
の
具
体
化
に
つ
れ
て
変
動
が
あ
る
。

②　

ア
ナ
ロ
グ

　

放
送
の
停
止

　

に
よ
り
、Ｃ
Ａ

　

Ｔ
Ｖ
の
拡
大

　

が
求
め
ら
れ

　

る
が
、起
債

　

枠
と
の
関
連

　

で
庁
舎
建
設

　

を
早
め
た
い

　

旨
の
説
明
を

　

さ
せ
て
い
た

　

だ
い
た
。

   

質①　

受
診
時
間
の
啓
発
推
進
は

②　

医
療
秘
書
の
導
入
が
必
要
で
は

 

答　
保
健
福
祉
部
長

①　

地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
救
急
医
療  

　

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
可
能
な
限

　

り
「
昼
間
の
受
診
を
」
の
啓
発
を
行
な

　

い
た
い
。

 

答　
病
院
事
業
管
理
者

②　

勤
務
医
の
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
取

　

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

■庁舎建設とケーブルテレビ
　　　　　～難視聴対策のため～

■
公
立
病
院
の
医
療
体
制
強
化
を

　
　
　

〜
医
師
確
保
か
ら
も
必
要
〜

頼りにされています（県立三重病院）

建て替えが望まれている東保育所（三重町）
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きよた　まんさく

清
田
滿
作

■消防組織体制の確立は
　　　      ～指揮命令を強化  ～

いとう　のりよし

伊
藤
憲
義

■
行
政
改
革
の
取
組
み
は

　
　
　
　
　
　

 

〜
市
民
と
協
働
で
〜

あなたのけんこう
　　　　　　　あなたじしんで

   

質
　

一
市
一
団
の
体
制
を

各
町
の
団
は
理
解
し
た
の

か
。

　

消
防
署
と
消
防
団
の
連

携
は
作
用
し
て
い
る
か
。

 

答　
総
務
部
長

 
 

 

質
　

ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た

い
方
々
が
、
自
治
体
に
寄

付
で
き
る
制
度
が
始
ま
っ

た
。

　

市
の
対
応
は
。

 

答　
市
長

　

基
金
設
置
の
条
例
を
９

月
議
会
に
提
案
い
た
し
ま

す
。

　

郷
土
愛
の
育
成
、
自
治

意
識
の
醸じ

ょ
う
せ
い成
な
ど
、
具

体
的
な
検
討
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

○
収
納
課
の
効
果
と
成
果

○
市
有
財
産
を
利
用
し
て
広
告
料
収
入
を
増
や
せ

○
周
辺
部
対
策
を
進
め
よ

 

 

 

質
　

先
ず
は
、
提
唱
す
る
立

場
の
人
間
は
、
何
が
出
来

る
の
か
、
何
を
実
行
す
べ

き
か
の
捉と

ら

え
が
必
要
で
あ

る
。

　

私
は
、前
回
の
質
問
で
、

市
は
提
唱
の
域
か
ら
、
実

践
の
段
階
に
至
る
よ
う
な

意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る

と
述
べ
た
が
、
市
民
の
立

場
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ら

の
こ
と
が
見
ら
れ
な
い
。

　

次
に
、
地
方
自
治
法
の

一
部
改
正
で
は
、助
役
・
収

入
役
制
度
が
廃
止
、
新
た

に
副
市
長
制
度
が
導
入
さ

れ
、条
例
も
整
備
さ
れ
た
。

　

こ
の
法
律
改
正
の
目
的

は
何
な
の
か
を
伺
う
。 

 

答　
市
長

　

行
政
改
革
の
理
念
を
広

く
浸
透
さ
せ
、
市
民
と
協

働
で
行
革
推
進
の
仕
組
み

を
創
る
こ
と
が
、
本
市
の

礎
い
し
ず
えを
築
く
も
の
と
考
え

ま
す
。

　

法
律
改
正
に
つ
い
て
は
、

地
方
分
権
推
進
に
資
す
る

と
と
も
に
、
地
方
公
共
団

体
の
自
主
性
、
自
立
性
を

図
る
た
め
の
も
の
で
、
関

係
条
例
の
整
備
に
つ
い
て

議
決
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

収
入
役
に
つ
い
て
は
、

経
過
措
置
に
よ
り
任
期
満

了
ま
で
、
会
計
事
務
処
理

を
適
正
か
つ
効
率
的
に
執

行
し
、
公
金
を
適
正
に
保

管
・
管
理
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組
み
は

　
　
　
　

〜
９
月
議
会
に
提
案
し
ま
す
〜

第２回豊後大野市消防操法大会（緒方町）

そ
の
他
の

質　
　

問

　
「
消
防
団
組
織
見
直
し
検
討
委
員
会
」
で
協
議
し
て
い

ま
す
。

　

各
団
に
新
体
制
の
検
討
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

団
も
署
も
、
お
互
い
に
協
議
、
協
力
し
て
災
害
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

“あけあじ”チャレンジデーで楽しく健康づくり（緒方町）

あなたのけんこう
　　　　　　　あなたじしんで
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平石

市役所清
川
支
所

豊後大
野市

議会交
通豊後大
野市

議会交
通

ふ
る
さ
と
を

訪
ね
て

ふ
る
さ
と
を

訪
ね
て

清
川
町
平ひ

ら
い
し石

　

ふ
る
さ
と
紹
介
シ
リ
ー
ズ
も
５
回
目
と
な
り
、
今
回
は

清
川
町
平
石
地
区
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

本
庁
か
ら
牧
口
・
姥う

ば
し
ゃ社

線
を
経
由
し
、
車
で
約
30
分
、

山
と
谷
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
す
。

　

終
戦
当
時
は
、
約
１
４
０
戸
・
１
０
０
０
人
近
い
人
が

住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
37
戸
・
50
人
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
石
地
区
は
、
昭
和
の
大
合
併
で
、
旧
清
川
村
と
旧
緒

方
町
に
二
分
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
毎
日
見
張
り
が
立

つ
な
ど
、
合
併
を
め
ぐ
っ
て
熾し

烈れ
つ

な
紛
争
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。

　

こ
こ
は
、
昔
か
ら
木
材
の
切
り
出
し
が
盛
ん
で
、
運
搬

の
た
め
ト
ロ
ッ
コ
の
軌
道
が
敷
か
れ
た
ほ
ど
で
す
。

　

ま
た
尾お

平び
ら

か
ら
の
鉱
石
を
運
ぶ
車
も
往
来
す
る
な
ど
、

行
き
交
う
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
区
内
に
は
、
祖
母
山
の
木
材
を
牧
口
の
貯
木
場
に
運

ぶ
た
め
、
営
林
署
の
林
道
軌
道
橋
と
し
て
ト
ロ
ッ
コ
が
渡

っ
た
「
轟と

ど
ろ

橋は
し

」
と
、
地
区
の
生
活
道
と
し
て
架
け
ら
れ
た

「
出で

合あ
い

橋は
し

」
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

奥お
く
だ
け
が
わ

嶽
川
に
か
か
る
有
名
な
こ
の
２
つ
の
橋
は
、
ど
ち
ら

も
ア
ー
チ
型
の
石
橋
で
す
が
、
ア
ー
チ
の
両
端
を
結
ぶ
直

線
距
離
が
全
国
１
位
、
２
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
で
も
生
活
道
と
し
て
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
て

い
る
現
役
の
橋
で
も
あ
り
ま
す
。

　

他
に
も
天て

ん
し
ょ
う正

（
１
５
７
３
年
）
の
頃
か
ら
と
い
わ
れ
る

「
阿あ

み

だ
弥
陀
堂ど

う

」、
種
モ
ミ
の
保
存
を
目
的
と
し
た
「
瑞み

ず

穂ほ

神じ
ん

」

な
ど
は
、
地
区
の
守
り
神
と
し
て
大
事
に
祀ま

つ

ら
れ
、
獅
子

舞
の
奉
納
や
供
養
は
欠
か
せ
な
い
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す

と
、
地
区
の
方
々
が
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

出合橋（手前）と轟橋（奥）

水
澄
み
て
山
は
緑
…

写真は上から河野武彦さん、阿南イヨ子さん、太神康則さん、工藤悦子さん、後藤國昭さん、後藤美津代さん、工藤朝幸さん、工藤壽美惠さん
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　舞台という軌道の上に乗り、魅力ある骨
格づくりをする仕事、それがプランナーで
ある。
　観衆に芸術的感動を与える台本が出来た
と思っても、血が通っていない、魂の流動
がない、心を暖められないなどの不安や葛

かっ

藤
とう

が次から次に沸きあがり喜べない。
　それでも役の心、作者の心を透明に表し、
多くの観客に喜んでいただく舞台づくりを
心がける。
　これがプランナーである。行政にも同じ
事が言えるだろう。
　今、豊後大野市は、病院統合で議論の最
中である。
　統合したとしても、地域医療は充実させ
るというが、弱者と呼ばれる高齢者が、安
心してかかれる魅力ある病院づくりが必要
であり、そのことが一番の心配である。
　コミュニティーケアも然

さ

ることながら、
今後の課題として、行政は市民感覚を忘れ
てはならない。今後の動きに市民として注
目し、期待もしたい。
　時の流れに即応した地域医療の充実と、
病院を利用する人々のことも念頭に置き、
身のある舞台つくり、そして難

なん

破
ぱ

しない舵
かじ

取
と

りを。

いま、集落では、農地や農業用水などの
資源を守るという機能（まとまり）が弱ま
っています。その要因としては、農業者の
高齢化や減少、混住化などにより、今まで
集落全体で行っていた活動ができにくくな
っているからだと思います。
　そんな中、私の集落では、国・県・市の
支援事業「農地、水、環境保全向上対策」
を利用し、農業者や自治会を中心に、子ど
も会、消防団、老人会などと連携をとって、
農村環境の向上、水路やため池などの施設
の長寿命化に向けた活動に取り組んでいま
す。
　子ども会や老人会には、花の植栽、カン
拾いなどで集落内の美化、自治会、消防団
には、農道やため池の草刈り、用排水路の
補修を担当してもらうなど、集落全体で景
観形成と施設の保全を図っています。
　近頃、「地球温暖化対策」など環境への
関心が高まっています。
農地、農業用水などの資源や環境は、住
民共有の財産であり、これら農村景観を後
世に良好な状態で、引き継いでいくことを
地域（集落）全体で取り組むことが必要だ
と思います。

透明で魅力ある
　　 舞台づくり
豊後大野市素人劇団
　「清劇うたひめ」会長
清川町
砂　田　木

きのした

下不
ふ じ お

二夫
地域で守る
   農地、水、環境

三重町
川　辺　田 中 龍 三

た　なか りゅう ぞう


